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令和４年度社会福祉法人あけぼの福祉会事業報告 
 
１ 事業の総括 
  令和４年度は、次の点を法人の重点として取組み、概ね目的を達成できた

ものと考えています。 
（１）支援の基本姿勢 

各施設及び事業所は、法人の定款・倫理規程等に則り、利用者の意向を尊

重して多様な福祉サービスを総合的に提供するとともに、利用者が個人の尊

厳を保持しつつ自立した生活を、施設内及び地域社会において営むことを目

標として支援に取組みました。 
（２）職員の資質及び支援技術の向上・利用者支援の充実 

管理監督者は、職員に対する指導・管理能力を高めるとともに、職員に対

し各種会議や研修等にオンラインを活用し積極的に参加させました。施設・

事業所内においては、職場研修をとおして施設利用者の人格を真に尊重する

精神、職務に対する責任感、自ら進んで職務を遂行する意識の醸成を図りま

した。 
（３）職員の支援技術・資質の向上 
   職員に資格取得を奨励し、試験日の勤務調整等を実施しました。また、

人事考課時に各職員に目標を持たせ資質向上に努めました。 
（４）人材の確保 
   職員の人材確保のため、道内専門学校等の実習生を受入れ、また将来の

担い手となる高校生のインターンシップ受け入れを行い、福祉を身近に感

じてもらう機会を作りました。 
（５）ＰＲ活動 
   広報誌を年３回発行し全事業所の活動を掲載したほか、ホームページを

随時更新しＰＲ活動に取り組みました。また、新聞社へ施設関連の記事掲

載を働きかけました。 
（６）事業所移転も含めた事業展開と事業場所確保 
   地域交流センター建物を使用している相談支援事業所とサンライズは、

令和５年度中に移転する必要があることから、岩内あけぼの学園とサンラ

イズの通所生活介護事業の一本化を念頭におき、事業場所確保のため、岩

内町に中央保育所建物の利用希望を伝えました。また、岩内あけぼの学園

とサンライズの合同活動を行うとともに、移転に向けて積立を行いました。 
（７）札幌市への事業展開 
   利用者・職員の確保を目的に相談支援事業所の開設に向けて検討を行い

ましたが、場所、物の確保と運営費の確保の点から現時点では難しい状況

ですが、長期目標として引き続き検討していくこととしました。 
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（８）社会福祉法改正に伴う新しい定款に則り、理事会、評議員会、監事の新

体制において、適正な法人運営を行いました。 
また、地域貢献の取組みとして、サンライズでは、日本ハムベースボール

アカデミーによる岩宇４町村の小学生を対象とした野球教室を開催しまし

た。あけぼの学園では、岩宇４町村の特別支援学級や岩内町内小学校との交

流会を行う予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止し、

職員が小学校に出向き「障がい」についての特別授業を実施しました。その

他、岩内町の敬老会に「ポストカード」を贈呈する等、施設・事業所の持つ

機能を活用した地域貢献に取組みました。 
（９）岩内あけぼの学園における支援 

安全・安心で健康的な生活環境の中で、利用者のメリハリのある生活の

支援に取り組むとともに、高齢化に対応できるようセンサーマットを活用

しながら支援内容を改善しました。新型コロナウイルスの施設内集団感染

が発生しましたが、隔離措置により感染拡大防止に取り組み全体にまん延

することを抑えました。また、各種加算措置を活用し収入確保を図り、オ

ンラインを活用した研修に参加し職員の資質向上に努めました。 
（１０）サンライズにおける支援 

就労継続支援Ｂ型事業では、新型コロナウイルス感染症の影響により思う

ように収入は上がりませんでしたが、前年度に比べ収入を増加することが出

来、また経費節減により年間工賃支給額を上げることが出来ました。 
   ベーカリー部門では、ＳＮＳの活用や新作パンの開発等に取り組み、地

方からの来客者が少なく、また地域イベントの休止等による影響を受けな

がらも前年度に比べ収入増加となりました。 
清掃部門では、岩内町からの水道メーター解体業務や新規で花壇整備等を

受託し、新型コロナウイルスによる、清掃やその他の業務が休止となること

があっても、前年度に比べ収入増加となりました。 
生活介護事業では、新型コロナウイルス感染拡大防止に努めながら、畑作

業や調理実習、ミニゲーム等の充実感が得られる活動に取り組みました。 
感染症対策については、感染リスクを確認した際に、一部作業を休止する

など、感染拡大防止に努めました。 
（１１）アットホームのぞみ（グループホーム）における支援 
   利用者個々の状況に応じた経済的自立と安定した地域生活が継続できる

よう日々の支援に努めました。新規利用者確保に取り組みましたが、定員

の空きを埋めることは出来ませんでした。 
新型コロナウイルス感染者が発生しましたが、ホーム内での感染拡大防止

に取り組み、まん延することなく収束させることが出来ました。 
（１２）障がい者相談支援事業の実施 
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   岩宇４町村の委託を受け、地域で生活している障がい児・者やその家族

などに対する相談業務と、障がい福祉サービス利用児・者の計画相談業務

などを行いました。また、岩宇４町村、障がい・福祉・医療などの関係機

関・団体などで構成する地域自立支援協議会の事務局業務の一部を岩宇４

町村とともに担いました。 
（１３）利用者の安全・安心の確保と広域避難体制確立 
   各施設・事業所において、定期的に防災訓練を実施し、職員の災害時に 

おける役割の確認と利用者の防災意識の向上に取組みました。 
北海道原子力防災訓練に参加しましたが、北海道社会福祉事業団太陽の園

及び清水旭山学園との広域避難協定に基づく協定先施設への移動訓練は、新

型コロナウイルス感染拡大防止のため職員のみ清水旭山学園建物前まで避

難し、協定先施設とは通信訓練のみを行いました。 
（１４）新型コロナウイルス等感染予防対策 
   岩内町協力の下、ワクチン接種を希望する利用者・職員に早期に実施す

ることが出来ました。 
   マスクや消毒液のほか防護服一式、抗原検査キット等の感染時対策用品

を確保し、非常時に備えました。また、町外への研修、出張は可能な限り

控え、オンラインによる研修を選定し受講しました。 
   感染症に対する情報提供・内部研修を行い感染予防対策に取り組みまし

た。 
（１５）ＢＣＰ（事業継続計画）の策定 
   災害や感染症のまん延等による緊急事態を想定した事業継続計画につい

て、職員研修により概要を周知しましたが、計画策定までには至りません

でした。 
 

２ 苦情解決第三者委員の活動   
  令和４年度においては、苦情・相談６件、意見・要望５件、その他１件の

申し立てがありました。新型コロナウイルスが感染拡大していた期間は、第

三者委員による施設・事業所の訪問は行わず、書面によって状況を報告しま

した。感染拡大していない期間については、第三者委員による施設・事業所

の訪問時に報告し､また、日常的な状況の把握と利用者からの意見聴取をして

いただき、支援の実態についての理解を得ております。 
 
３ 法人の研修 
  令和４年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため研修の開催がオン

ラインであったことから、役員の参加実績はありませんでした。 
  法人内研修は、ＢＣＰをテーマに実施し、全事業所職員が参加しました。 



- 4 - 

事業報告書付表 
 
Ⅰ 理事会開催と審議事項 
開催期 開催年月日 審議事項 出席理事・監事 

第 229 回 
（書面） 

R4.5.31 １ 令和３年度事業報告及び会計決算に

係る監事監査の結果について 
２ 令和３年度社会福祉法人あけぼの福

祉会事業報告について 
３ 令和３年度岩内あけぼの学園事業報

告について 
４ 令和３年度サンライズ事業報告につ

いて 
５ 令和３年度アットホームのぞみ事業

報告について 
６ 令和３年度岩宇地区相談支援センタ

ー事業報告について 
７ 令和３年度法人本部拠点区分決算に

ついて 
８ 令和３年度岩内あけぼの学園拠点区

分決算について 
９ 令和３年度サンライズ拠点区分決算

について 
10 令和３年度アットホームのぞみ拠点

区分決算について 
11 令和３年度岩宇地区相談支援センタ

ー拠点区分決算について 
12 令和４年度法人本部拠点区分資金収

支補正予算について 
13 令和４年度岩内あけぼの学園拠点区

分資金収支補正予算について 
14 評議員会の開催日及び提案事項につ

いて 

理事 
西崎、小林、 
波田、東山、 
福嶋、小野、 
宮内 

監事 
本間、吉田 

第 230 回 
（書面） 

R4.9.7 １ 令和４年度第１四半期監事監査の結

果について 
２ 新型コロナウイルスクラスター発生

に伴う職員特別手当の支給について 

理事 
西崎、小林、 
波田、東山、 
福嶋、小野、 
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開催期 開催年月日 審議事項 出席理事・監事 
  ３ 令和４年度法人本部拠点区分第２回

補正予算について 
４ 令和４年度岩内あけぼの学園拠点区

分第２回補正予算について 
５ 令和４年度アットホームのぞみ拠点

区分補正予算について 
６ 令和４年度岩宇地区相談支援センタ

ー拠点区分補正予算について 
７ 就業規則等の一部改正について 

宮内 
監事 

本間、吉田 

第 231 回 
（書面） 

R4.12.16 １ 令和４年度第２四半期監事監査の結

果について 
２ 新型コロナウイルス感染者発生に伴

う職員特別手当の支給について 
３ 令和４年度法人本部拠点区分第３回

補正予算について 
４ 令和４年度岩内あけぼの学園拠点区

分第３回補正予算について 
５ 令和４年度サンライズ拠点区分補正

予算について 
６ 令和４年度アットホームのぞみ拠点区分

第２回補正予算について 

理事 
 西崎、小林、 
波田、東山、 
福嶋、小野、 
宮内 

監事 
 本間、吉田 

第 232 回 
（書面） 

R5.3.24 １ 令和４年度第３四半期監事監査の結

果について 
２ 令和４年度法人本部拠点区分第４回

補正予算について 
３ 令和４年度岩内あけぼの学園拠点区

分第４回補正予算について 
４ 令和４年度サンライズ拠点区分第２

回補正予算について 
５ 令和４年度アットホームのぞみ拠点

区分第３回補正予算について 
６ 令和４年度岩宇地区相談支援センタ

ー拠点区分第２回補正予算について 
７ 役員賠償保険の加入について 
８ 就業規則等の一部改正について 
９ 令和５年度社会福祉法人あけぼの福 

理事 
 西崎、小林、 
波田、東山、 
福嶋、小野、 
宮内 

監事 
 本間、吉田 
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開催期 開催年月日 審議事項 出席理事・監事 
  祉会経営計画について 

10 令和５年度岩内あけぼの学園事業計

画について 
11 令和５年度サンライズ事業計画につ

いて 
12 令和５年度アットホームのぞみ事業

計画について 
13 令和５年度相談支援事業所事業計画

について 
14 令和５年度法人本部拠点区分資金収

支予算について 
15 令和５年度岩内あけぼの学園拠点区

分資金収支予算について 
16 令和５年度サンライズ拠点区分資金

収支予算について 
17 令和５年度アットホームのぞみ拠点

区分資金収支予算について 
18 令和５年度岩宇地区相談支援センタ

ー拠点区分資金収支予算について 

 

 
 
Ⅱ 評議員会開催と審議事項 
開催期 開催年月日 審議事項 出席評議員・監事 
第 42 回 
（書面） 

R4.6.18 １ 令和３年度事業報告及び会計決算に

係る監事監査の結果について 
２ 令和３年度社会福祉法人あけぼの福

祉会事業報告について 
３ 令和３年度岩内あけぼの学園事業報

告について 
４ 令和３年度サンライズ事業報告につ

いて 
５ 令和３年度アットホームのぞみ事業

報告について 
６ 令和３年度岩宇地区相談支援センタ

ー事業報告について 
７ 令和３年度法人本部拠点区分決算に 

評議員 
 伊藤、加藤、 
倉又、佐々木、 
谷脇、千葉、 
野沢、森、 
吉住 
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開催期 開催年月日 審議事項 出席評議員・監事 
  ついて 

８ 令和３年度岩内あけぼの学園拠点区

分決算について 
９ 令和３年度サンライズ拠点区分決算

について 
10 令和３年度アットホームのぞみ拠点

区分決算について 
11 令和３年度岩宇地区相談支援センタ

ー拠点区分決算について 

 

 
 
Ⅲ 監事監査の実施状況 
実施年月日 監査方法及び内容 監査結果 

R4.5.18 各監事は、理事及び職員等と意思疎

通を図り、情報の収集及び監査の環境

の整備に努めるとともに、理事会その

他重要な会議に出席し、理事及び職員

等からその職務の執行状況について

報告を受け、必要に応じて説明を求

め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務

及び財産の状況を調査しました。 

以上の方法により、当該会計年度に

係る事業報告等（事業報告及びその附

属明細書）について検討いたしまし

た。 

さらに、会計帳簿又はこれに関する

資料の調査を行い、当該会計年度に係

る計算関係書類（計算書類及びその附

属明細書）及び財産目録並びに利用者

預り金出納簿等について検討いたし

ました。 

① 事業報告等の監査結果 

一 事業報告等は、法令及び定款

に従い、法人の状況を正しく示

しているものと認めます。 

二 理事の職務の執行に関する

不正の行為又は法令若しくは

定款に違反する重大な事実は

認められません。 

② 計算関係書類及び財産目録の

監査結果 

計算関係書類及び財産目録に

ついては、法人の財産、収支及び

純資産の増減の状況を全ての重

要な点において適正に示してい

るものと認めます。 

③ 施設利用者預り金について、適

正に執行されているものと認め

ます。 

実施年月日 監査事項 監査結果 
R3.8.31 １ 令和４年度法人本部拠点区分第一・四半期収入、

支出状況について 

２ 令和４年度岩内あけぼの学園拠点区分第一・四半

期収入、支出状況について 

適正に執行され

ているものと認め

ます。 
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３ 令和４年度サンライズ拠点区分第一・四半期収

入、支出状況について 
４ 令和４年度アットホームのぞみ拠点区分第一・四

半期収入、支出状況について 
５ 令和４年度岩宇地区相談支援センター拠点区分

第一・四半期収入、支出状況について 
６ 施設利用者預り金について 
７ 施設運営状況について 

R4.12.2 １ 令和４年度法人本部拠点区分第二・四半期収入、

支出状況について 

２ 令和４年度岩内あけぼの学園拠点区分第二・四半

期収入、支出状況について 
３ 令和４年度サンライズ拠点区分第二・四半期収

入、支出状況について 
４ 令和４年度アットホームのぞみ拠点区分第二・四

半期収入、支出状況について 
５ 令和４年度岩宇地区相談支援センター拠点区分

第二・四半期収入、支出状況について 
６ 施設利用者預り金について 
７ 施設運営状況について 

適正に執行され

ているものと認め

ます。 

R5.3.16 １ 令和４年度法人本部拠点区分第三・四半期収入、

支出状況について 

２ 令和４年度岩内あけぼの学園拠点区分第三・四半

期収入、支出状況について 
３ 令和４年度サンライズ拠点区分第三・四半期収

入、支出状況について 
４ 令和４年度アットホームのぞみ拠点区分第三・四

半期収入、支出状況について 
５ 令和４年度岩宇地区相談支援センター拠点区分

第三・四半期収入、支出状況について 
６ 施設利用者預り金について 
７ 施設運営状況について 

適正に執行され

ているものと認め

ます。 
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Ⅳ 評議員選任・解任委員会開催状況 
開催年月日 審議事項 出席委員 

 開催実績なし 
 

 

 
 
Ⅴ 苦情解決第三者委員活動状況 

年 月 日 活 動 内 容 
R4.12.23 岩内あけぼの学園来訪 

・令和３年１２月から令和４年１２月までにおける相談、要

望等の報告を受ける（苦情相談４件、意見・要望５件） 
・岩内あけぼの学園クリスマス会に参加・交流した 

R5.3.28 サンライズ 
・令和４年４月から令和５年３月までにおける相談、要望等

を書面により報告を受ける（相談２件・事故１件） 
 
 


